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し　かく　しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　

　　　　し かくしょう　　　　　　かた　　　　　　　　　　　　み

　　み

　　　　き

　　　 まわ　　 　じょうきょう　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　じ　ご　　　　　　　　　　　ば　しょ　　　　　　　ほ　さき　　　もの　　　　まるまる　

　　　 しんせいしょ　　　　　　　　　ぐ　たい　てき　　せつめい

ちょうかく　　 　げん　ご　しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　

　　　　ちょうかくしょう　　　　　　　　 　かた　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　ちょうかくしょう　　　　　 げん ご しょう　　　　　 りょうほう　　しょう　　　　　　　　　　かた

　　　　　き

　　　　ちょうかくしょう　　　　　　　　　　かた　　　　かい わ　　　　　　　しゅ　わ　　　ゆび　も　じ　　　ひつだん　　 こう　わ　　　くち　 　うご　

　　　　　　 はな　　　　　　　　ないよう　　　よ　　　　　　　　　　　　　ほうほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうほう　　　よ　

　　　　　　　　　かくにん

　　　　　げん ごしょう　　　　　　　　　　かた　　　　　　　わ

　　　　 かみ　　　　　 　か　　　　　　　　　　　 　ないよう　　かくにん

視覚障がいのある方　　
■　視覚障がいの方は、まったく見えなかったり、
　見えにくかったりします。
◆　気をつけること
　・周りの状況が分からないので、こちらから声を
　　かけましょう。
　・「こちら」、「これ」などの指示語ではなく、場所は「２歩先」、物は「○○の
　　申請書」など、具体的に説明します。

聴覚・言語障がいのある方　　　
■　聴覚障がいのある方は、まったく聞こえなかったり、聞こえにくかったりします。
　　また、聴覚障がいと言語障がいの両方の障がいのある方もいます。
◆　気をつけること
　・聴覚障がいのある方との会話には、手話、指文字、筆談、口話（口の動き
　　で話している内容を読みとる）などの方法があります。どのような方法が良い
　　か、確認しましょう。
　・言語障がいのある方へは、分かったふりをせず、
　　紙などに書いてもらい、内容を確認しましょう。
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し　たい　ふ　　じ　ゆう　　　　　　　 　かた　

　　　　し　たい　ふ　じ　ゆう　　　　　　かた　　　　つえ　　まつ　ば づえ　　　し　よう　　　　　　　　　ぎ　そく　　　し　よう　　　　　　　　くるま

　　　　　　　　し　よう

　　　　　　　　　びょう　き　　　じ　こ　　　のう　　そんしょう　　う　　　　　かた　　なか　　　　　　　　　　　　　　 ま　ひ　　　き　のうしょう

　　　　　　　　くわ　　　　　こと　ば　　　ふ　じ　ゆう　　　　 き　おくりょく　　てい　か　　かんじょう　　ふ　あんてい　　　　　　　　　　　　かた

　　　　き

　　　くるま　　　　　　し　よう　　　　　　　　　　かた　　　　　た　　　　　　　　　　はなし

　　　　　　　　　　　　　くるま　　　　　　かた　　　 　うえ　　　 　み　お　

　　　　　　　 かん　　　　　　　　　　しんたいてき　　しん　り　てき　　　ふ　たん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おな　　 め　せん　　はな

ない　ぶ　しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　　

　　　　ない　ぶしょう　　　　　　　　　　ないぞう　き のう　　しょう　　　　　　　　　　　　しん たいしょうがいしゃふく し ほう　　　　しんぞう　

　　　き　のう　　　　　　ぞう　き　のう　　　こきゅうき　き　のう　　　　　　　　　　また　　ちょくちょうき　のう　　しょうちょうき　のう　　 ひ　と　めん

　　　えき　ふ　ぜん う　い　る　す 　エイチアイブイ　　　　　　　めんえき　き のう　　かんぞう　き のう　　 　しゅるい　　　き　のうしょう

　　　　さだ　

　　　　　き

　　　　 ない　ぶしょう　　　　　　　　　　かた　　 　つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう　　　　　　じょうきょう　　がいけん

　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　 　ふ　べん　　　　かか　　　　　　　　　　　　　　りかい　　　　　　　　　　　　　ふ　たん

　　　　　　　　　 　たいおう　　こころ

肢体不自由のある方　　　
■　肢体不自由のある方は、杖や松葉杖を使用したり、義足を使用したり、車
　いすを使用したりします。
　　また、病気や事故で脳が損傷を受けた方の中には、からだのマヒや機能障
　がいに加えて、言葉の不自由さや記憶力の低下、感情の不安定さなどがある方
　もいます。

◆　気をつけること
　・車いすを使用されている方に、立ったままで話
　　をすると、車いすの方が、上から見下ろされて
　　いる感じがして、身体的・心理的な負担になる
　　ので、かがんだりして、同じ目線で話すように
　　します。

内部障がいのある方　　　
■　内部障がいとは、内臓機能の障がいであり、身体障害者福祉法では心臓
　機能、じん臓機能、呼吸器機能、ぼうこう又は直腸機能、小腸機能、ヒト免
　疫不全ウイルス（ＨＩＶ）による免疫機能、肝臓機能の７種類の機能障がい
　と定められています。

◆　気をつけること
　・内部障がいのある方は、疲れがたまりやすいですが、障がいの状況が外見
　　からは分かりにくい不便さを抱えていることを理解し、できるだけ負担をか
　　けない対応を心がけます。
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はっ　たつ しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　

　　　　　はったつしょう　　　　　　　　　　かた　　　　　ひと　　　　かんけい　　　　　　　　こ み ゅ に け ー し ょ ん　　　き　も　

　　　い　けん　　　　　こと ば　　　 　　　あい　て　　 つた　　　　　　　　　　　　　　にが　て　　　　　　　　　すぐ　　　　のうりょく　　はっ　き　

　　　　　　　　　　　　　ば あい　　　　　　　　まわ　　　　　　 り かい　　　　　　　　 　しょう

　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　ひょうげん　　にが　て　　　　　　　　　ぐ たいてき　　ひょうげん　　つた

　　　　　ず　　　も　じ　　　　し かくてき　　せつめい

　　　　 にが て　　 かんきょう　　　　なが　はなし　　　　　　　　　　　　　　ぱ に っ く

　　　　きゅうけい

発達障がいのある方　　
■　発達障がいのある方は、人との関係づくりやコミュニケーション（気持ちや
　意見を、言葉などで相手と伝えあうこと）が苦手ですが、優れた能力が発揮
　されている場合もあり、周りから理解されにくい障がいです。

◆　気をつけること
　・あいまいな表現は苦手なので、具体的な表現で伝えます。
　・図や文字で視覚的に説明すると、よりわかりやすいです。
　・苦手な環境で、長く話をしていると、パニックになってしまうことがあるので、
　　休憩をとるようにしましょう。

ち てき しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　　

　　　　ち てき　き のう　　しょう　　　　　　　　　　　　しょう　　　　　　てい　ど　　　ひつよう　　　し えんないよう　 　さまざま

　な　　　　　　　　　　　　　まいにちおな　　ないよう　　　　　　　　　　 き　　　　　　　　　　　　　　　　み　とお

　もんだい　　　　こうどう

　　　　き

　　　　しりょう　　　　かん　じ　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　ぐ　たいてき　　みじか　　ぶんしょう　　　　え　　　ず　　 つか

　　　 はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちい　　　 　く　ぎ　　　　　　ていねい　　せつめい

　　　　こ　　　　　　 はな　　　　　　　　こと　ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　ねんれい　　　　　　　　　　　　たいおう

知的障がいのある方　　　　
■　知的機能の障がいがあり、障がいの程度、必要な支援内容は様々です。
　慣れていたり、毎日同じ内容だったり、決まっていることは見通しがつくので、
　問題なく行動できます。

◆　気をつけること
　・資料は、漢字にふりがなを振り、具体的な短い文章で、絵や図を使います。
　・話すときは、ゆっくりと、小さく区切って、丁寧に説明します。
　・子どもに話すような言葉づかいはせずに、その人の年齢にふさわしい対応を
　　します。
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せい　しん　しょう　　　　　　　　　　　　　かた　　

　　　 さまざま　　せいしんしっかん　　　　　　　　にちじょうせいかつ　　しゃかいせいかつ　　　　　　　　　　　　かか

　たい はん　　かた　　　 　てきせつ　　　ちりょう　　ふく　やく　　　　しゅうい　　　はいりょ　　　　　　　　　　　あんしん　　　　せいかつ　 おく

　　　　き

　　　　ふ　あん　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　おだ　　　　　　たいおう

精神障がいのある方　　　
■　様々な精神疾患により、日常生活や社会生活のしづらさを抱えています。
　大半の方は、適切な治療・服薬と、周囲の配慮があれば、安心して生活を送
　れます。

◆　気をつけること
　・不安を感じさせないよう、穏やかに対応します。

なんびょう 　　　　　　　かた　　

　　 　げんいん　　　　　　　　　　　　　ちりょう　　　　　　　むずか　　　　　ちょうき　　　　　　　　　　 せいかつ　　　　うえ　 　はいりょ

　ひつよう　　びょうき

　　　しょうじょう　　しんこう　　　　　　　　　　　　　　　 　ひ　　　　　　　 しょうじょう　　へん　か　　　　　　　　　　　　　　　　しょうじょう

　　み　　　　　　　　　　　　　 　とくちょう

　　　　き

　　　たいちょう　　おう　　　　　　たいおう　　　　　　　　　　　　　　　　ほんにん　　かくにん　　　　　　　　　　 ふ たん

　　 　たいおう　　こころ

難病などの方　　　　
■　原因がわからず、治療がとても難しく、長期にわたり、生活する上で配慮が
　必要な病気です。
　　症状が進行しやすかったり、日によって症状が変化したりするほか、症状が
　見えづらいなどの特徴があります。

◆　気をつけること
　・体調に応じて、対応してほしいことを本人に確認しながら、負担をかけない
　　対応を心がけます。

　ここでは、「障がい特性」と「気をつけること」の一部を　ここでは、「障がい特性」と「気をつけること」の一部を

紹介しています。紹介しています。

　同じ障がいのある方でも　同じ障がいのある方でも、人によって状態が違い人によって状態が違い、必要な必要な

支援も違うので支援も違うので、どんな支援が必要かどんな支援が必要か、本人に確認すること本人に確認すること

が大事です。が大事です。

　ここでは、「障がい特性」と「気をつけること」の一部を

紹介しています。

　同じ障がいのある方でも、人によって状態が違い、必要な

支援も違うので、どんな支援が必要か、本人に確認すること

が大事です。

　　　　　　　　　　　　 しょう　　　　とくせい　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　 いち　ぶ　

しょうかい

　　おな 　しょう　　　　　　　　 　かた　　　　 　ひと　　　　　　　じょうたい　　ちが　　 　ひつよう

　し えん　　ちが　　　　　　　　　　　　　　し えん　　ひつよう　　 　ほんにん　　かくにん

　　だい　じ


